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御殿・二之宮遺跡は、JR 磐田駅の南側一帯に広がる弥生時代～江戸時代までの遺

跡で、市内の遺跡としては最大範囲を誇ります。平成 22 年 5 月～平成 23 年１月、

道路工事に先立ち、この遺跡の発掘調査を実施しました。調査によって、約 2000

年前の弥生時代の人たちや、約 1300 年前の奈良時代の人たちが残した土器・石器・

木製品など、コンテナ 175 箱分の資料を発見しました。また、磐田原台地の南端部

分を調査していることから、台地から低地へと地形が変化する状況や、低地では豊富

な地下水のなかにも遺跡が存在していたことなどがわかりました。 

それでは、次ページでもう少し詳しく今年度の発掘調査についてご紹介しましょう。 

新 いわた
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穴だらけ！ 

左の写真は、５月から 7 月まで発掘し

ていた場所を、上空から撮影したもの

です。無数の穴が空いているのがわか

りますか？弥生時代の建物の柱穴、食

物を入れた貯蔵穴、貝塚、中世の井戸

が見つかりました。ここからは、大量

の弥生土器やイノシシの骨、魚の骨で

作った釣り道具などが出土しています。 

お役人たちが使った土器？ 

 出土した奈良時代の土器に、墨で文字が書

かれたもの(墨書
ぼくしょ

土器
ど き

)が見つかりました。奈

良時代に文字を自由に操ることができたの

は、お役人かお坊さんと考えられ、これまで

の周辺域の調査成果もふまえるとこれらの

土器は国府という役所で使用されたものと

推定できます。土器の底やふたの裏に、

「豊国
とよくに

」「山」「豊
とよ

毅
き

」「多西」などの文字が

みられ、これらの文字の読み方や意味はまだ

はっきりわかっていませんが、地名や役職名

などを示している可能性があります。 

磐田原台地南端の古代の地形がわかります 

 下の写真をごらんください。いずれも西から東を向いて撮影したものですが、②は

①の場所から東へ 60ｍの位置にあたります。①では地表面下 50 ㎝のところ、②で

は地表面下３ｍのところで遺跡が見つかっています。このことから、弥生時代から奈

良時代にかけてのこの地

区の地形が西から東に向

かって急激に低くなって

いたことを示しています。 

遺跡の発掘調査では、こ

のように古代の地形を知

ることもできます。 

ここでご紹介したことは、発掘調査成果のほんの一部です。今後の整理作業や来年

度以降の発掘調査でも新たな発見があるかもしれません。その際には、また文化財だ

よりで速報としてご紹介しますので、どうぞお楽しみに！ 
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大量に出土した弥生土器の一部です⇒ 

① ②
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みんなに話したい「わたしの好きな文化財」（３４）

～～路路傍傍
ろ ぼ う

((道道端端
みちばた

))のの仏仏様様～～

今回、ご紹介するのは、指定文化財でもなく立派な祠
ほこら

や寺院に祀
まつ

られてもいない、道端にひっ

そりと佇
たたず

む仏様です。市内を歩いてみると、いかに信仰の対象物が多いことに気づかされます。

風化して元の形をとどめていないお地蔵様や観音様。でも、ちゃんと花が生けられていたりする

のです。それを目にするにつけ、私はその地域に暮らす人達の信仰に対する篤信
とくしん

に心打たれるの

です。 

如意
に ょ い

輪
りん

観音
かんのん

右手を頬
ほお

にあてて思
し

惟
ゆい

(考える)のポーズをしているの

が特徴的な観音さまです。 

如意宝珠
ほうじゅ

というあらゆる願いが意のままにかなう珠
たま

と、煩悩
ぼんのう

(苦悩)や迷いを打ち砕く法輪
ほうりん

(武器)を持った、

財宝と幸福をもたらす観音さまです。 

道祖神
ど う そ じ ん

道祖神は、道路や旅の神、さらには

村を外からの災いや厄
やく

から守るため、

村や地域の境や道の辻に造られた 塞
さいの

神
かみ

です。 

お地蔵さまの右側には、“右いけだみち”左側には“左かけつかみち”と刻まれて

おり、道標
みちしるべ

を兼ねています。 

馬頭
ば と う

観音
かんのん

頭上に馬頭をいただいた、観音さまとしては珍しい憤怒
ふ ん ぬ

の

顔をしています。この形相
ぎょうそう

で様々な苦悩や災難などを粉砕
ふんさい

す

ると言われています。 

馬が人々の暮らしのパートナーであった頃、馬の健康や馬

と歩む道中の安全を祈り、馬の神様として祀
まつ

られていたもの

です。 

路傍に安置された意味や雰囲気、地域の歴史を訪ねてみるのも楽

しみのひとつになるかもしれません。是非、道端の仏様にも目をむ

けてみてください。 

豊岡(敷地)地区内の如意輪観音

 豊田(中田)地区内の道祖神 

竜洋(堀之内)地区内
の馬頭観音 

柳川 千香子 



- 90 - 

編集後記：早いもので本年度も残すところあ

と僅かとなりました。1 年間ご愛読いただき

ありがとうございました。また、来年度も充

実した紙面を目指します。引続きご愛読くだ

さいますようお願いいたします。 

発行：磐田市教育委員会文化財課 
(磐田市埋蔵文化財センター) 

住所：〒438-0086 磐田市見付 3678-1 
電話：０５３８(３２)９６９９ 
FAX：０５３８(３２)９７６４ 
Ma i l：bunkazai@city.iwata.lg.jp

◆発掘の成果を「福田町史」へ!(調査続く元島
もと じ ま

遺跡) 
元島遺跡は太田川の河川敷にある遺跡

で、現在、発掘調査が行われていることを

ご存知でしょうか？ 

 元島遺跡は、福田町史の編さんが行われ

ていた当時の平成 6 年から平成 10 年に

かけてと、平成 13 年から平成 14 年にか

けて、(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所に

よって発掘調査が行われました。今回の調

査も(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所に

より本格的な調査が行われています。今回

の調査地点は弥生時代以降、太田川の流路
りゅうろ

にならなかった場所にあたるため遺跡が残

ったのでしょう。 

これまでの発掘調査については、その成果を「福田町の歴史」にも掲載しましたの

で、ご覧頂いた方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

今回の発掘調査についても、その成果を、ぜひ「福田町史」でお知らせしたいと考

えています。 

◆資料調査にご協力をお願いします! 
歴史文書館では福田町史の通史編を作るため

に、改めて、地域のみなさまに資料調査にご協

力いただきたいと考えています。町史編さんに

あたり様々な資料を収集させていただき、その

資料から、福田町の歴史がどうであったのか、

日本の歴史の中で福田町はどういう位置を占め

ていたのかを読み解き、歴史を正しくまとめる

作業が、町史づくりであると考えています。 

そのため、できる限りたくさんの資料を集め、

その資料に基づき、正確な町史を作っていきたいと考えています。 

みなさまより集められた資料は、歴史文書館がしっかりと記録し、後世に残してい

きたいと考えています。みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。 

《連絡先》磐田市歴史文書館 (磐田市竜洋支所 1 階) 

磐田市岡 729-1 電話 66－9112 

福田町史編さんだより 

発掘調査が続く元島遺跡 

資料調査をする町史編さん専門委員 


